
日本テコンドー協会（以下、ＪＴＡ）組織法

ＪＴＡ加盟団体及び個人の日本跆拳道技術無償使用許諾

と破門・除名・不義偽装退会者に対する損害賠償請求

２０１９年３月２９日

日本テコンドー協会
理事長 河 明生

日本テコンドー協会（以下、ＪＴＡ）は、西暦２０００年に河明生（以下、創始者という）が新たに創造した

日本発祥の新武道＝日本跆拳道（にほんてこんどう）を普及・指導する組織である。

ここに日本跆拳道の技術使用対価と加盟団体への無償使用許諾を定める。

他方、悪行及び脱法行為によってＪＴＡを破門された者・除名された者及び

ＪＴＡに入門し学ぶことで人格的に成長し、道場を主宰し会員を集めておきながら恩を仇で返し、何ら大義名分

なく、私利私欲の赴くまま金欲しさに退会を偽装（以下、不義偽装退会者）し、「テコンドー道場」「空手道場」

「拳法道場」と自称しつつ独立した道場を運営するも、その実態は、引き続き日本跆拳道の技術を不当に使用し

続けている場合、当該団体主宰者及び幹部に対する損害賠償請求金額を定める。

第１条 ＪＴＡに加盟を許された団体及び個人に対する

日本跆拳道技術の無償使用許諾

第１項 ＪＴＡ本部に対し加盟申請書を提出し、理事会の承認を受け、所定の年会費を納めた団体及び個人は、

創始者が創始した日本跆拳道の技術及びグッズ等の無償で使用できる。

第２項 ＪＴＡを退会した時点で、上記第１項の効力を失う。

第３項 ＪＴＡを破門された者・除名された者、不義偽装退会者が「テコンドー道場」「空手道場」「拳法道場」

と自称しつつ独立した道場を運営するも、その実態は引き続き日本跆拳道の技術を不当に使用し続けている場合、

当該団体主宰者及び幹部に対し民事訴訟を提起し、損害賠償を請求する。



第２条 日本跆拳道の精神

日本跆拳道は、韓国や北朝鮮発祥の武道ではない。

２０００年に日本で発祥した新武道であり、独自の精神美を誇っている。

第１項 創始者が創造した日本跆拳道の精神は次の通りである。

日本跆拳道七大精神

我々は克己の精神を涵養すること

我々は文武両道を志すこと

我々は礼儀と信義を重んじること

我々は家族に感謝し、孝を心がけること

我々は社会に感謝し、公益を心がけること

我々は神仏を尊び、奉仕の精神を忘れざること

我々は日本跆拳道の道を全うすること

第２項 創始者が創造した日本跆拳道が目指す技術的精神は次の通りである。

打撃系武道は数多く存在するが、技術的到達目標が不明確である。

一撃必殺は殺人を奨励するもので、現代にはあわない。

ただ単に強くなることを目指すのは虚しい。

我が日本跆拳道は、華麗で威力のある美しい蹴り技の名手になることを技術的目標にしている。

１、蹴美（シュウビ）

２、蹴武（シュウブ）

３、フルコンタクト・テコンドー

第３項 創始者が創造した日本跆拳道の武道教育による門人・会員への公共性・倫理性・道徳性の涵養を目的

とする昇級・昇段審査における論文・小論文・作文審査の課題は次の通りである。

本課題は、上記の「日本跆拳道七大精神」にそっている。

この昇級・昇段過程での思考と執筆によって門人・会員の正義の精神美が涵養される。

正義の精神美が伴わない武道は、暴力の手段を身につけているだけの無意味な存在である、



と創始者は確信している。

無級・白帯 昇級課題 日本跆拳道を修練する動機付け
少年少女部課題「日本跆拳道を学ぶことの目標」

一般部課題 「日本跆拳道入門の動機と抱負」

７級・黄帯 昇級課題 日本跆拳道七大精神「礼儀を重んじること」
少年少女部選択課題

①小３以下「れいぎはどうしてたいせつなのでしょうか」

②「儒教を日常生活のルールとして取り入れた日本人、韓国人、中国人は、

人間と動物との違いの一つとして礼儀礼節をあげました。

礼儀礼節を大切にしない人は、けだものと言われて軽蔑されたり、

みんなから仲間はずれにされたり、差別されました。

どうしてでしょうか？ 考えてみましょう」

③「いじめがどうしていけないのかを考えてみましょう」

一般部選択課題

①「日本テコンドー協会の道場練習では、「押忍！」や「テコン！」の代りに

お願いします！、ありがとうございました！、すみませんでした！の

三つの社会性を帯びた言葉が繰り返し使用される。

入門初期から現在までの練習過程を振り返り、礼儀礼節についての自己評価を延べよ」

②「昨今の礼儀礼節の衰退と凶悪・悪質犯罪との因果関係について延べよ」

６級・水帯 昇級課題 日本跆拳道七大精神「信義を重んじること」
少年少女部選択課題

①小３以下「やくそくをまもることは、どうしてたいせつなのでしょうか」

②「自分を育ててくれたり、可愛がってくれたり、お世話になった人を裏切ったり、

約束を破ると非難されます。どうしてでしょうか？ 考えてみましょう」

一般部選択課題

①「官庁、企業、武道団体などの信義にもとる不正や不祥事に対する所見」

②「師、先輩、親友、友人、後輩との信義についての自己評価を延べよ」

５級・緑帯 昇級課題 日本跆拳道七大精神「克己の精神を涵養すること」
少年少女部選択課題

①小３以下「どりょくすることは、どうしてたいせつなのでしょうか」

②「皆さんはどうして学校や塾に行き勉強するのでしょうか？

進学のための学力試験とは無縁な日本跆拳道の道場で何を学ぶべきかを考えてみましょう」



一般部選択課題

①女性会員限定選択課題

「現代の女性が武道・日本跆拳道を修得する意義」

②「克己の精神の涵養についての自己評価を延べよ」

③男性会員限定選択課題

「町でいきなり見ず知らずの者に殴られそうになった時、あなたはどう対処するのか。

様々なパターンを想定し、現代社会と自己防衛についての所見を述べよ」

４級・紫帯 昇級課題 日本跆拳道七大精神「文武両道を志すこと」
少年少女部選択課題

①小３以下「べんきょうも、日本跆拳道（にほんてこんど）もがんばることは、

どうしてたいせつなのでしょうか」

②「文武両道という言葉の意味を調べ、現在の自分が文武両道なのか否かを考えてみましょう」

一般部選択課題

①「自己実現という概念がある。あなたは現在の自分に満足しているか。

満足している、あるいは、不満足である、

とするなら、それは何故か。文武両道についての自己評価を述べよ」

②「人生には限りがある。

限られた時間をいかに有効に使うかは幸福や充実した人生の鍵と言えよう。

幸せになれる人は、限られた時間を自由に操り、そうでない人は時間に縛られる。

文（社会人は職業）と武（日本跆拳道）の両立についての自己評価を延べよ」

３級・青帯 昇級課題 日本跆拳道七大精神「家族に感謝し孝を心がけること」
少年少女部選択課題

①小３以下「おじいさん、おばあさん、おとうさん、おかあさん、せんせい、ともだちへの

かんしゃのきもちをもつことは、どうしてたいせつなのでしょうか」

②「動物は人間とは異なり感謝の気持ちを持ちません。

動物の世界は弱肉強食です。

たとえば、野生の群れでは強いボスから食事を取り、弱い者はその残り物を漁ります。

強いボスも歳をとって弱くなると、若くて強い者に殺されたり、群から追い出されます。

しかし、立派な人は違います。強くて立派な人は弱い人を助けます。

普通の人でも食事は子供を優先しますし、電車やバス等でお年寄りに席を譲ります。

立派な人は自分を育ててくれた家族、先生、社会等への感謝を忘れないで孝行、慈善、奉仕

を行いたいと思います。そのような心がけを持つ人は、心が豊かで尊敬されます。

感謝の気持ちについて考えてみましょう」

一般部課題

「家族に感謝し、孝を心がけることについての自己評価を述べよ」



２級・赤帯 昇級課題 日本跆拳道七大精神「社会に感謝し、公益を心がけること」

同 「神仏を尊び、奉仕の精神を忘れざること」

少年少女部選択課題

①「大人も子供も、男性も女性も、頭の良い人も、身体が丈夫な人も

金持ちやプロスポーツ選手、普通の仕事をもつ人達も、人間は一人では絶対生きていけません。

だからこそ、みんなが自分に足りないところを補い助け合って生きているのです。

このように人々が、助け合って生きている集合体を社会と呼びます。

それなのに、自分を育ててくれたはずの社会に感謝しない大人を見かけます。

こういう人は＜自分の力だけで成功している＞と勘違いしたり

＜自分や家族だけが良ければ良い＞と考え、金を儲けるために悪いことを平気で行うようです。

だから毎月のニュースで報道される犯罪者が後を絶たないのではないかと思います。

こういう人間は、たとえ金をたくさん持ち、大きな家に住んでいようとも、

心は貧しい、と言えるでしょう。

昔の日本人は、こういう＜ろくでもない人間＞を軽蔑（けいべつ）していました。

さて皆さんは、これから大人に成って行くのですが、

社会に感謝することについてどのように考えているのでしょうか？

あなたの考えを書いて下さい。」

②「世界の多くの人々は、宗教の教えを大切にしながら生活しています。

キリスト教（カソリックやプロテスタント諸派）、イスラム教（スンニ派とシーア派）、

ヒンズー教、ユダヤ教、仏教等が有名ですが、それぞれ別々の神様や仏様等を信じており

自分が信じる宗教の教えを毎日守って生活しています。

たとえば、アメリカ合衆国は、ヨーロッパでキリスト教カソリックから宗教的弾圧を受けた

キリスト教プロテスタントを信じる人々が、宗教の自由を求めて移住し建国した国です。

その伝統は今でも米国に根強く残っています。

たとえば、大統領就任の宣誓は、米国建国の父・ワシントンが初代大統領就任時に宣誓した

２００年以上前の聖書を使用しています。米国のお金には、神様への祈りが書かれています。

宗教の良い面は、死についての恐怖を減らすことであり、人間の限界を知ることであり、

＜良いことをすると天国・極楽に行ける＞と信じ、奉仕活動を人間の義務と考えることです。

逆に、＜他人が見ていなくても、神様・仏様が見ている＞

＜悪いことをすると地獄に堕ちる＞と考えることから、

悪いことをしようと思いついた時の抑止力（よくしりょく）になるようです。

このように宗教には良い面と悪い面があります。

日本の場合、金儲けや権力等の自分の欲望を満たすために宗教を悪用する輩（やから）が

目立つので、世界に比べ宗教に対する社会的信用度が低いように思われます。

さて皆さんは、これから成長して大人に成って行くのですが、

神仏についてどのように考えているのでしょうか？

また奉仕についてどのように考えているのでしょうか？あなたの考えを書いて下さい。」

一般部課題

①「社会に感謝し、公益を心がけること、についての自己評価を述べよ」

②「神仏を尊び、奉仕の精神を忘れざること、についての自己評価を述べよ」

１級・茶帯 昇段審査 論文課題
「日本跆拳道の基礎理論」



初段 二段昇段審査 論文課題

「最高裁６２、３、２６判決（昭和５９年あ第１６９９号）傷害致死事件（勘違い騎士道事件）

について調べ、正当防衛、誤想防衛、誤想過剰防衛について論述し、

日本跆拳道有段者としての所見を述べよ」

二段 三段昇段審査 論文課題

「武道を生涯の道と定めた場合、その究極的目標は、死生観の涵養であると考える。

とすれば宗教の長所や短所を見極め、その涵養の糧にすべきであろう。

宗教と武道の共通点と異同を論述し、

日本跆拳道家の現代社会での望ましいあり方についての所見を述べよ」

第３条 日本跆拳道の技術

武道の流派と言えるためには独自の技術を持たなければならない。

たとえば、空手は大小５００流派存在するが、独自の型をもつ流派は５つにも満たない。

団体名称と胸のマークだけが違うだけで同じ型を使用している。

その事実が絶え間ない分裂を可能としている。

しかし、我が日本跆拳道は、独自の技術、とりわけ蹴武の型をもつ独創的な流派である。

第１項 創始者が創造した日本跆拳道の独自の蹴武の型は１４種類である。

他流派とは異なり、蹴武の型は蹴り技の体系美を誇っている。

１、南洲（ナンシュウ）前蹴りの型 動作表 / 動画

２、青淵（セイエン） 回し蹴りの型 動作表 / 動画

３、龍馬（リョウマ） 横蹴りの型 動作表 / 動画

４、武蔵（ムサシ） 後ろ横蹴りの型 動作表 / 動画

５、謙信（ケンシン） 後ろ回し蹴りの型 動作表 / 動画

６、清衡（キヨヒラ） 捻り蹴りの型 動作表 / 動画

７、義家（ヨシイエ） 踵落とし蹴りの型 動作表 / 動画



８、柳韓（ユーハン） 飛び踵落とし蹴りの型 動作表 / 動画

９、忠武（チュウム） 飛び捻り蹴りの型 動作表 / 動画

１０、若光（ジャッコウ） 飛び後ろ回し蹴りの型 動作表 / 動画

１１、乙支（ウルチ） 飛び後ろ横蹴りの型 動作表 / 動画

１２、関羽（カンウ） 飛び横蹴りの型 動作表 / 動画

１３、張良（チョウリョウ）飛び回し蹴りの型 動作表 / 動画

１４、聖徳（ショウトク） 飛び前蹴りの型 動作表 / 動画

第２項 創始者が創造した日本跆拳道の独自の約束組手は、次の通りである。

他流派とは異なり、日本跆拳道の約束組手は、

防御及び迎撃技の体系美を誇っている。

１、上級蹴美約束組手

① 上級蹴美約束組手１番 動作表 / 動画

② 上級蹴美約束組手２番 動作表 / 動画

③ 上級蹴美約束組手３番 動作表 / 動画

④ 上級蹴美約束組手４番 動作表 / 動画

⑤ 上級蹴美約束組手５番 動作表 / 動画

⑥ 上級蹴美約束組手６番 動作表 / 動画

⑦ 上級蹴美約束組手７番 動作表 / 動画

⑧ 上級蹴美約束組手８番 動作表 / 動画

⑨ 上級蹴美約束組手９番 動作表 / 動画



⑩ 上級蹴美約束組手１０番 動作表 / 動画

２、中級応用約束組手

① 中級応用約束組手１番 動作表 / 動画

② 中級応用約束組手２番 動作表 / 動画

③ 中級応用約束組手３番 動作表 / 動画

④ 中級応用約束組手４番 動作表 / 動画

⑤ 中級応用約束組手５番 動作表 / 動画

⑥ 中級応用約束組手６番 動作表 / 動画

⑦ 中級応用約束組手７番 動作表 / 動画

⑧ 中級応用約束組手８番 動作表 / 動画

⑨ 中級応用約束組手９番 動作表 / 動画

⑩ 中級応用約束組手１０番 動作表 / 動画

３、初級基本約束組手

① 初級基本約束組手１番 動作表 / 動画

② 初級基本約束組手２番 動作表 / 動画

③ 初級基本約束組手３番 動作表 / 動画

④ 初級基本約束組手４番 動作表 / 動画

⑤ 初級基本約束組手５番 動作表 / 動画



⑥ 初級基本約束組手６番 動作表 / 動画

⑦ 初級基本約束組手７番 動作表 / 動画

⑧ 初級基本約束組手８番 動作表 / 動画

⑨ 初級基本約束組手９番 動作表 / 動画

⑩ 初級基本約束組手１０番 動作表 / 動画

４、昇段審査時における創作組手概念

第４項 創始者が創造した日本跆拳道の独自の移動稽古は、次の通りである。

１、蹴美壁蹴り 動画

２、蹴美基本移動稽古 動画

３、蹴美応用移動稽古 動画

４、組手攻撃技術と蹴り技

１）組手攻撃技術

①段差攻撃 動画

②異種ベクトル攻撃 動画

２）蹴り技

①スライド蹴り 動画

②鈍角捻り蹴り 動画

③押し蹴り 動画



５、組手防御技術と防御技

１）組手防御技術

①かわし防御 動画

②身体防御 動画

２）防御技

①手拳（シュケン）下段払い 動画

②手拳外受け 動画

③手拳内受け 動画

④手拳上段受け 動画

⑤手拳楯受け 動画

⑥手拳下ろし受け 動画

⑦手刀下ろし受け 動画

⑧両手拳下段十字受け 動画

⑨両手拳上段十字受け 動画

第４条 日本跆拳道のグッズ

創始者がデザインした日本跆拳道のグッズは次のとおりである。

１，ＪＴＡ黒帯道衣 写真

２，ＪＴＡ色帯道衣 写真

３，ＪＴＡ協会旗 写真



４，新ＪＴＡ協会旗（蹴美・蹴武・フルコンタクトテコンドー） 写真

５、ＪＴＡマーク 写真

６、新ＪＴＡマーク（蹴美・蹴武・フルコンタクトテコンドー） 写真

７，第１３回～第２９回迄の全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会 ポスター

８，第１３回～第２９回迄の全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会 パンフレット

第５条 日本跆拳道の技術及びグッズ等の使用対価

ＪＴＡに加盟しないで日本跆拳道技術等を使用することは可能である。

空手や拳法等でも許諾する。

その場合、次の対価を支払わなければならない。

第１項 日本跆拳道の技術使用対価は、使用人数＝会員数に応じて次の通り定める。

道場会費を月５０００円と換算し、上限数に掛けた金額の３割としている。

①会員が１０名以下の場合 月額１万５千円

②会員が２０名以下の場合 月額３万円

③会員が３０名以下の場合 月額４万５千円

④会員が４０名以下の場合 月額６万円

⑤会員が５０名以下の場合 月額７万５千円

⑥会員が６０名以下の場合 月額９万円

⑦会員が７０名以下の場合 月額１０万５千円

⑧会員が８０名以下の場合 月額１２万円

⑨会員が９０名以下の場合 月額１３万５千円

⑩会員が１００名以下の場合 月額１５万円

⑪会員が１００名を越えた場合、月額１５万円を基礎対価とし、

上記の１０名単位で基礎対価に加えるものとする。

たとえば、１１０名以下の場合は、

基礎対価１５万円+１万５千円（１０名以下の対価）＝16万５千円。



第２項 日本跆拳道の技術使用対価の算定は、道場月会費を基準としている。
１、 道場会費の下限は月５０００円とする。

２， 道場会費が下限を越えた場合、

当該道場会費×上記第１項の基準人数の３割を日本跆拳道使用対価とする。

たとえば、道場会費が６０００円で１０名以下の場合、

６０００円×１０名×０．３＝１８０００円となる。

第６条 日本跆拳道の無断使用に対する損害賠償請求

空手や拳法、テコンドーの団体分裂に伴う争いの主たる争点は

「自分達が正当な流派の承継団体である」というもの。

そのため、従来、使用してきた武道技術の使用が争点になることはなかった。

分裂後も、分裂前の名称や道衣を使用しながら、従前通りの当該武道技術を使用するため

巻き込まれた既存の会員に害はなかった。

しかし、ＪＴＡの場合は、事情が異なる。

日本跆拳道の精神、技術、グッズを全て一人で創造した創始者が生存しているからである。

正当性の争いが生じないのである。

ゆえに退会した以上、日本跆拳道の技術及びグッズの使用は許されない。

ところが２０００年に日本跆拳道が創始されて約２０年。

ＪＴＡを破門・除名・不義偽装退会し、新しい団体を立ち上げるた団体の主宰者及び幹部、並びに会員は

日本跆拳道の技術しか知らない。

よって引き続き日本跆拳道の技術を無断で使用するしか練習ができない。

ＪＴＡを破門・除名・偽装退会後も、上記のJTA独自の技を使用し、名称を変えて使用する蓋然性が高い。

また、やむなくＪＴＡ退会を余儀なくされた一般会員が、

黒帯道衣や色帯道衣等のＪＴＡグッズを使用している蓋然性が高い。

創始者が創造した日本跆拳道の技術及びグッズは、ＪＴＡ加盟団体に所属する団体及び個人が使用できる。

また、第５条に定めた対価を支払う場合のみ使用できる。

よってＪＴＡを破門・除名・不義偽装退会し、新しい団体を立ち上げるた団体の主宰者及びその会員が

使用することを禁止する。

無駄使用はＳＮＳ等で容易に発覚する。その場合、民事訴訟を当該道場主および幹部に対して提起する。



第１項 損害賠償請求

１，ＪＴＡの代表者の名をもって東京地裁または横浜地裁に民事訴訟を提起する。

２， 被告人は、次の者とする。

１）JTAを偽装退会し、JTAの技術やグッズ等を無断で使用している新団体及び代表者

２）上記の団体及び代表者が任命した新団体の幹部。

たとえば、師範、師範代、指導員、支部長・道場長、大学体育会監督および主将

２、 損害賠償金額は、破門・除名・不義偽装退会した日時を起算日とし、不正利用した日時までの日数に

上記第５条の使用対価を掛けるものとする。

３，遅延損害金は年１４、６％とする。

第２項 損害賠償請求訴訟提起の要件

次の場合、速やかに民事訴訟を提起する。

１，興信所等の現地調査によって使用が確認された場合

２，やむなく退会を余儀なくされた元会員が通告した場合

３，ＳＮＳ等で発覚した場合
たとえば、ＪＴＡ道衣や黒帯や色帯をＪＴＡ退会後も持続的に使用している写真がネット上にあげられる等

以上


